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のあった21人2団体が表彰されました｡
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轤鋼表彰式識5回
区

難展に別人町の
第25回中標津町表彰式が１月１５日、同町総合文化会館

で開催され、社会・経済・教育などの発展に顕著な功績
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私達のテーブルが一審よ／

女'性部新年1恒例会 ｢クレエ｣の利用と
地産地欄をとりいれ、
前進した女』腱部活動
を目指そう。

綱
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閲
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挨
拶

１月２１日、農協大会議室において

平成14年度女性部新年恒例会が開催

されました｡
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平成11年識ｉ
浦｜戸

平成15年計画
２５２戸「

15年計iｌＩｊｌ過不足1-1年計iiljill年突紙

乳比（［】 115.16-1.03 1１８１９３．２９ 8,117,98-1 ５１．６８７ ﾉヒ 乳 7.880.969 8．０６３，２９７ 

593.788 -－１１９３９ 補給金 635,727 576.681 大根 59.61Ｍ ６３．７５ｈ、

ｌｌＷ】t(C/S） 282.250Ｃ／Ｓ 299100C/S 8,699,024 8,711,772 1２，７４８ 8,457,650 小 計

570.152 6２９ 乳用牛 569,82s 5－１９，５３９ てん菜 l3-L-10hzI 1３３．９０１１２ 
'承

収並（ｔ〕 ａ９０Ｌ９Ｃ ａ966.00 内川牛 ３１５，８８Ｃ 319.588 3.703 265.ｌｌＣ 

馬鈴蒋獅子7.2.16 7６２０１１３ 7３．６０１１２１ その他帯瀧物 １．5４８ 11791 3,6()6 

愈川1１，５７８ ６１００h;】 ６３８０１１、固体販売計 8１８，５５５ 9２０，２５１ 9３１，８２９ 

家畜共済金 -2371)()･Ｉ 3９０．７６８ 153,76.］ １１９９９９ 
澱原 ３９３．９０h【］ ３８０」OhH

収｣,k(袋） 117,639 lｌＬ５５Ｃ 畜産物計 1０，０１０，０４３ 9,797,365 －２１２，６７８ 9,426,204 

加工馬鈴悪 336177 －１０，５３５ ZＪ００ｈｉｌ 23.20hK］ 33-1799 3－１６．７１２ 

乳川牛(頭）てん菜 ｌ１Ｌ３０１ 1０１，１６５ －１３．１３９ 3,134 3.098 101662 

肉用牛(頭）その他農産物 2３．３３５ 2０．３１６ 2６．８１１ 6.J９８ 7.267 6.961 

乳牛総頭数大根 73.620 ８３，５３－’ 8２，８１２ -９１９２ 2６．３０１ 2６．１３３ 

１２カ月以下農産収入計 543,33Ｃ 5６４１４４ 5３７，７７６ －２６，３６８ 1.732 ｣.７１２ 

１３～24力)｣膿業雑収入 7９７．１７３ 5７０．６１６ -226.857 5．－１３１ 5.'３６ ３３９．－１９.］ ﾉｳﾞｦ、

-465,903 ２５カ月以上農業収入計 10,509,028 1１，３７１，６６０ 10,905,757 １６.］３８ 1５．９８５ 

総所ｲ｢地Ｍ１5.283.7315.75416農外収人 98951 3３．６６９ －６５．２８２ 165.783 

改良草jllIlh別溢金俗人 5１．９１１ －３６．３５０ 7．９８８．７３ ８．４７３．８Ｃ ３６．２５Ｊ ８８．２９.’ 

携金受入 383.260 -373.813 永年r１，〔地1Ｗ， 1253」１ L251.86 1３５２２６ 757,73 

その他 ６ 畑地ｈ、 8.I９３Ｃ ９１１９Ｃ 

△． 
「可 計ｌｌＬｌ１６．２９］１２．３１５．９７８113716301-9.11.3`1８ ''1ﾄﾄﾞIlui他1,3 2」92.56２.()86.9(］

１４年計画1Ｊｲ１２実績１５年計iilil 一戸平均実統１－戸｢平均計両

陛業収入 ]()509.028 1１．３７１６６０ 10.905.757 ｌａ５７Ｃ ４２．９３６ 

艇業経営YＹ 6．９２２．１６５ 7．５５０．８８６ 7．２３６．２５３ 2８．９３１ 2８．．１８９ 

腿業所得 3586.865 3．８２０．７７１ 3.669.501 ]-1.639 １Ｍ.１７ 

33.6％ 所得率 Ｍ］％ ３３．６％ 

６ 

平成l↓年爽舗
２５４戸

平成15年計画
２５２戸

孔ｊｌｔ（［） '’５１６－１．０３ 118,193.29 

大根

収｣』上(C/S）

59.6hａ 

282,250C/S 

63.75hａ 

299,100C/S 

てん菜

収ht(ｔ）

l3-L-1011a 

5190190 

１３３．９０hａ 

5↑966.00 

鴨鈴蒋緬子 76.2011ａ 73.60113 

食)ｉｉ 61.00hfl 63.80hａ 

収｣!！ 鱸鐵
393.90hａ 

117,639 

380」Oh3

111,55(） 

[1-- ２１．O0ha 23.20hK1 

乳)'１牛 頭） 3,134 3,098 

肉)|]''二(頭） 7,267 6,961 

乳牛総頭数 26.30,1 26,133 

１２カ月以下 -1,732 -1,712 

１３～24力１１ 5，－１３１ 5,'３６ 

２５カノ]以｣二 ｴ６，］３８ X５，９８５ 

総所ｲ｢地１１ａ １５q283.73 15,75-1.-16 

改良草地i,孔 7．９８８．７３ 8,ざ１７３．８０

永年f｛i地１，ａ 1253.11 1,251.86 

畑地hａ 8．１９３０ 9-1Ｌ9０ 

I:11｜Iji野仙hａ 2,ﾕ９２tj6 2,()869(） 

収入

1-1ｲ1且計ilji 14年ﾂﾐ紙 15年計imi 過不足

ﾉ{二乳 7.88ｑ969 8，０６３，２９７ 8，１１７，９８１ ５１．６８７ 

ﾈili給金 576,681 635,727 593T788 --1Ｌ９３９ 

小計 ８ 57,650 8,699,024 ８，７１１，７７２ 12,748 

乳）１１」|： -１９．５３９ 569,823 570Ｊ5２ 629 

ｲﾉﾋ］）|］牛 26fＭｌＯ ３１５，８８０ 319,583 3.7()３ 

その他寄1)直物 3,6()６ -1,5Ｌｌ８ 11,79.1 7,2.16 

固体販売計 ８１８，５５５ 9２０，２５１ 931,829 1１，５７８ 

家畜共済金 1１９．９９９ ３９(),768 153,76.1 ･-237,()()1 

畜産物計 9,426,204 1０，０１０，０４３ 9,797,365 －２１２，６７８ 

馬鈴薯 33.1,799 3塵16,712 336,z７７ 旧lq535

てん菜 ]ＯＨ,(i6２ 111,3()Ｉ 101,165 -１３，１３９ 

その他農産物 23`３３iｊ 2０．３１６ 26,811 6，．１９８ 

大根 83,訂３１ 82,812 73,62(） －９，１９２ 

農産収入計 543,330 564,144 537,776 -26,368 

腱業雑収入 539,-19-1 7()7J７３ 570.616 -22(i857 

農業収入計 10,509,028 1１，３７１，６６０ 10,905,757 －４６５，９０３ 

農外収入 165,783 98.951 3３，６０９ -65,2 

街全備人 3６，２５１ 88,291 51,9基１－Ｉ ･３６，３５０ 

盗金受入 135.226 757,073 383,260 -373,813 

その他 ０ 

ムー弓I.
【１１］Ｉ ｌＬｌ－１６．２９］ 121315,978 11,371,630 -－９．１１．３１８ 

１４年計lmi １１ｨ12実績 １５年計iilii ‐)f平均実紙 一戸平均計画

農業収人 ](),509.028 11.371,(１６(） 1ｑ９()5 5７ 』１３，５７(〕 42,936 

麗業経営fＹ 6.922.163 7,550,886 7,236 ﾌﾟ３ 2８．９３１ 28Ｊ8９ 

艇業所得 3,586,865 3,82(),771 3,669］ ）ｉ ]-1,639 ]Ｌ|,１７ 

所得率 3.1.1％ 33.6％ 33.6％ 



平成１５年
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１１年高lｌｄｌｌ Ｉｌｉｌ三爽紺 １５年計ｉｉＵｉ 過不足

労 「「・

Ｌｌ l9-L52］ l9-L52］ Ｚｌ８Ｊｌ３ Ｚｌ８Ｊｌ３ ２８５．７６s ２８５．７６s 3７．３２６ 

111'１ 科 5.[0．２３７ 5.[0．２３７ ５１２．５３６ ５１２．５３６ 5-16.029 5-16.029 3.」９１１

''二J櫃資材 ３９Ｌ２７Ｃ 1５９．５３８ 1５９．５３８ 3９８．９７３ 3９８．９７３ -６０．５６５ -６０．５６５ 

水道光熱 36Ａ２１(1 3７９．３１３ 3７７．５０７ －Ｌ８０Ｃ 
Ｚ可

随 科 2.497278 2.651.718 2．５９３．８１２ -６０９０６ 

獲畜（? 1５９．１１８ ５１(133］ '８９．３１１ -20.987 

二J〆己山ご ｆ'ｆ 可竃IIJ 3１１７５ 3７．８９５ ３１．９２５ -2.97(） 

農業共済 3７８．５３５ 11.9()８ 

Ｈ料料金 796..151 8３１．２１２ 63.656 

修理１Ｖ 3５２．９９９ １８２．３９Ｕ 3５４．０８２ －１２８．３１！ 

諸悦諸負世 ５１３．０２６ ５７３」６６ ５６３()１１ －１０１５５ 

支払利息 2００．０８５ ]６９．９５３ １９７，６１(］ 2７．６８７ 

その他経営ｆ咄 1６５．６２５ 2１７．３７８ １７１．６９(】 －１５．６８８ 

農業支出計 6,922,163 7，５５０，８８６ 7,236253 －３１４，６３３ 

家計{？ L9568l3 2.019.7-12 1,968.753 -80989 Ｆ可

経費十家計費 8,878,976 9,600,628 9,205,006 9,205,006 -395.622 

irf金返ｉ（ 9９３．７１６ ＬＯＯ５」６(） 8７８．７８０ -126.38Ｃ 

貯金此済 1．０１５．０７５ LO86」０２ 1.()1８．６３７ －６７．７６５ 

艇業機械 1９．１７１ ]７１」０］ 67.18.1 １０３．９１７ 

その他 208」６５ 3３２．０５２ ２１２Ｊ３９ －，９，９１Ｍ 

心、
【ﾆｴ

－
 

２
℃
、

三
Ｋ ｌＬｌｌ５､1０３ １２．１９５．３１１］ 11.3817.1(’ －８］3.597 

１１年iM-iHii Ll年実績］５年計iiHi

総収入合計 ｌＬ］’６．２９］ １２．３］５９７８ 11.37Ｌ(１３０ 

総戈ＩＩ１イデ計 1１１１５．．１０３ 1２．１９５．３１３ l１３８Ｌ７１６ 

収支過不足 888］20.635－７」ｌＧ

'７ 

支 （１） 

１１年計ldli １１１１三実紙 １５イ１号計iilji 過イ〈ノヒ

労1１１ 191,52】 ２－１８」１３ 285,769 3７，３２６ 

肥料 5.Iq237 ５１２.iｊ３６ 5-16,()２９ 3,｣９３ 

'１２瀧賓材 〕9.1,270 l591iJ38 398.973 ６０，５６５ 

水道）上熱 3(j8,2.1(） 3７９，３１３ 377507 -1,80(〉

飼料 2.497,278 2,651,718 2.tjI)３．８ユ２ -(i0.906 

獲畜ｆｌｉ 1５９，１１８ 51(1331 181),３Ｎ ･２()､987 

｡〆＝｡zご ｆ'（ 夢T竃１１］ ３１．'７５ 37,89iｊ ３１，９２iｊ -2,97(） 

農業共済 ]７８．５３５ 3７７，３２１ ３８().２２９ 11,9()８ 

if料料金 79(ﾙ'5.1 81)７．８ 8３１．２１２ ６３.(j5６ 

||参理Ｉ？ 3５２１９９９ 182.3()(』 I；５４.()8２ ‐１２８．３１．１ 

諸悦誌負担 5ｇ1３．０ 573,166 i７６３.()ｌ］ －ユ(),1５５

支払利Ｌｊ 2００．０８５ 169,953 １９７，(ｊｌ(） ,6８７ 

その１m経営１ゼ 1６５，６２５ 2１７，３７８ 171.69(） －１５．６８８ 

農業支出計 61922,163 7,550,886 7,236,253 －３１４，６３３ 

家計１１ :,956,8]３ 2．０１９．７１２ 1968,7tj3 --80゛989

経費十家計費 8,878,976 9,600,628 9,205,006 -395,622 

盗金返済 9９３，７１６ 1.0()６１６(） 878,780 -１２６．３８０ 

貯金」(済 １，０１５，()7５ L()86Ｊ02 L()ﾕ8,637 －６７．７６５ 

農業機械 |〔川1７１ ]7Ｌ１()1 67,18.1 =1０３，９１７ 

その他 8.165 332,()tj2 2１２，１３９ －１１９，９１３ 

合計 1Ｌ215,103 】２．１９５．３１３ 1Ｌ381.71() 羽813,597

1-1年計mｉ 二1年実績 ]５年計mHi

総収入合蔚 l:Ｊ１(i２９] ]２`３１ ,978 l］,374,(i3(） 

総文IIi合蔚 lｌｌｌ５Ｊ０３ １２］９ ,3-13 1１，３８１，７１６ 

収支過不足 888 １２０．６１； …７J１６ 



農弼の曲

H財
借入金

億
億
億

０
５
０
 

３
２
２
 

2,702 

2,ｂ８ 

平成14年度12月末における、

財務の状況についてお知らせいたします。

2.3 ９ 

1１６ 1８８ 

組
勘
含
む
茂
付
金
で
は
、
前
年
同
期
よ

り
膿
林
漁
業
査
金
一
億
四
百
万
円
、
漿
期

貸
付
金
二
億
一
Ｔ
二
両
方
円
、
組
勘
貸
趣

一
千
几
而
〃
円
な
ど
が
増
加
し
、
近
代
化

盗
金
三
千
万
Ⅲ
、
転
貸
盗
金
一
千
一
Ｗ
万

脚
の
減
少
と
な
り
、
総
額
で
は
二
億
几
千

六
ｎ
万
川
の
聯
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

少［７体交しljL1jlXiY:ｊよ
しノＪ１収金ｉ1億人はり１１【
て｝リ充受ノノ人命五二か
い、で入ｌＩ１ＴＬ体’7下り
ま識一一、１－Ｊでノノ′,《残

薪ｉ１ｉｉｒｌｉ(i鯨は肌}催

蝿jii

貸
付
金

ク
ミ
カ
ン

ＩＦ＝、

１２年１３年１４年

購買品供給肩

億
億
億

０
５
０
 

６
５
５
 

5,606 

5』

た七IIITZ万下三五’'’三家百労千ノＬ

･蝋が爪「'''二昨貯弼似逵洲卿献)し減lii1L､ｒｉ年

糾w腿iii雛！
『少ノノＹＴ別〃１両１

万ぃＩｌｌ１な金艸比
｜りま漆どＩ川辿べ
のす］廷が下貯、－
噸が約哨〃企定
ｌＨ、1勝ノIIlI]Ｉ/《期

：＃'1〒幾W鮮錘
と全余し、偲貯
なＭミｌＬ、常二金

走繊鰡N露
Ｉ）で千組農Ｔ・‐
まは１７勘貯八億
し、〃二金［Ｔ三

(内生産資材）

億
億
億
億

６
４
２
０
 

３
３
３
３
 

3.454 

佇匡へ

Ｔｍ灯3，０６ 

(内生活店舗） ご鍔ｌ几ｌｌ１ｉｉｒｉ減、機下な）Ｕ１１１－Ｆ給

灘郷i鱗蝋：
いＩ）ま加はとが他が燃商鋪｝ｉの加億,闘
いましと゛な、安｣併科に事「「のし=に
たすてなiiijl）令材lⅡ1-.つ業万、、Ｔつ
しのもりfl2ま体‐しＴい｜リ令農〃い
まで、まｌＩｉｊしでＴ・、」Ｌて」：（イミ虚｜りて
す、なし川たばこｌ１１ｕｌＴは’'１｜で物、は
。皆おたよ・、１７科〃、

＃|繩、様一.りま六〃－１'］鯛
〃ルド！【たｒｌ１１Ｔ、科来年１７物一
のの下、ノＬが／『農しと同〃三Ｍｉ

屑

25億

20億

2,066２，０９８２，１５２ 

R， 5４ 

１２年１３年１４年



平成14年度１２月末主な事業概況(単位：百万円）

自己資本 貸付金(組勘貸残含む） 受託盗令
億
億
億
億

０
０
０
０
 

４
今
３
２
１

7,894 億
億
億
億

０
０
０
０
 

８
７
６
５
 

3，１４６ 

16億

15値

14億

1，５８８ 

、均鯛．

-鍵、ザ

2９６ 

1,439 

1，４０３ 5,79 0 1４９ 

3６ 1,808 -1,51］ 

「可
■－■ 

１２年１３年１４年 １２年１３年１４年 １２年１３年１４年

固定資産 組勘貸越残 販売品取扱高（補給全含む）

二卜

億
億
億
億
億

５
４
３
２
１
 

１
１
１
１
１
 

1,403 億
億
億
億

４
３
２
１
 

3５２ 90億 8,703 
１， ７１ 

Ｂｊ３ 

５ＦＴｌ 
=Ｒ１ 2２０ 1３２ 8， 0四 615W； 

80億４ 

2年１３年１４年 １２年１３年１４年

(内乳代）
侭可

貯金（組勘預り残含む） 組勘預り残 70億

6,670 

6, 9９６，３４ 

60億 ]４１１３３Ｃ 

億
億
億
億

０
０
０
０
 

３
？
】
１
０

１
１
１
１
 

億
億
億
億

４
３
２
１
 

１２，８３１ 

3０１３２８３０４ 
－￣ 

1１ (内畜産物・農産物）
'７ －２４ 2,008２，０３＄ 

20億

10億 i鑿Ｔ三

１
 

Ｐ
Ｉ
Ｉ
 

四；

12年１３年14年 １２年１３年１４年 １２年１３年１４年
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アイドル
￣￣ 

、■

｢お母さんのお手伝いができるように
なりたいんという唯希ちゃん

だし虫とそりi:はれ’''１いおいおはりのオんしうとをてと魔ｌＩＩｉｉＩﾉＨｆ（の
つたをうｊ１Ｌいデま豆るしｌＬち歌艸し少がだて力、しＩｌ１<、し保希地けU1ljE

ii篝懸溌醗違難蕊
<〈、り！〔卜たⅡ貯仁を１１にたこだてさ行エいりがのんなんのん！？折わ
、の成人きい府じお披も脈カガしけ・ず）Ｗりぐご作かにがにⅡ宅久はれ
人が１２札でＩす）し鑑’１１１うまれ二Aｊに|るつつといらちに・の、る
人人をの、笑るちし世：})（オたどこ１１行のみこた竿１つⅡｌは、氏卜人今
顔１０：腿なて￣ほやてのつケガ！ま脱〈ビで？とねも迎１お次、人ｌｌ
Ｉｌき祭いん゜どん〈・てをじ、でたＩｉｉｉデ遊をいる’'１１えＬＨｌｊ・武顔こ

4Ｆ■■ 

''''''１ Ｉ 

、一 け
の
趣
味
多
彩
で
あ
る
こ
と
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
（
笑
）
。

そ
ん
な
唯
布
ち
ゃ
ん
催
、
大
き
く

な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
か
を
，
坪
ね

る
と
「
お
Ｍ
さ
ん
の
お
下
伝
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
！
」
と
、
塊

笈
的
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
マ
マ
に
唯
耐
ち
ゃ

ん
の
将
来
に
川
赫
す
る
鵬
は
？
と
沖

>鶴
ｈ 

岨
ゴ

￣￣ 

JIlnImIhiliLljliillillpTllFlllliiiUiI'1！ 
ﾉﾜｺ、

１辿てまな変にね
l1Illt育家しＩなAｉろ
脂をっルミた？ソ）でと
し'１：ＩｌＩｌｉ１ｌ１｡～にいョ
てか術に笑ｌｌｌｉて入
れとちｊＪ１Ｅまくざ
！Ｌ、やらなられな
１１１１スんかんなれソIii
i『１゜ざてけば銃
し（そを篠ｊＬ１を
て｜の賑えば｜し
るし多’）ていあな
よデ彩まくいつい
Iイない#Ｌか１で

一

Ｐ＿盈悪崖 、

、、！

P￣ 松田唯希ちゃん
￣ 

まつだゆき

1998年３月１９日､松田陸・む
つ子さん夫妻の長女として
生まれる。

ノ、

１０ 



礼
吟
炎
は
乳
蚊
Ⅱ
か
ら
の
櫛
の
脳
人
で

起
こ
り
ま
す
。
乳
蚊
川
が
傷
ん
で
い
る
し
｜
、

燗
の
仏
入
す
る
危
険
性
が
岡
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
乳
〃
炎
を
防
ぐ
に
は
、
乳
頭

Ⅱ
を
傷
め
な
い
し
｜
い
う
こ
と
か
凧
喫
で
す
。

そ
こ
で
、
搾
乳
』
ｖ
》
公
キ
ー
皿
－
）
て
炎
．
の
よ

う
な
川
越
点
が
多
く
兄
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
巾
で
も
、
ミ
ル
カ
ー
カ
櫛
卵
に
つ
い
て

税
川
し
ま
す
。

｜
、
ゴ
ム
類
の
交
換

○
ラ
イ
ナ
ー
ゴ
ム

劣
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
ゴ
ム
派

乳房炎を予防しよう

北根室地区農業改良普及センター

．※二過搾乳\Ｌひいつ垈
潅シヨ’１１炎対と搾乳millIiiび筋てを
込エ▽で換策に乳１１トヘにliillがみイキ

↓巻に’''１の｜Ⅲｌオしつてけ

jHiJ溌醗議介｜るあ
わプ。るＩ炎UML＃】るjl（')、､､搾り､１Ｍ子

～ 

表１現場で多く見られる問題点

･ライナーゴムの劣化

･チューブ類の劣化

・ミルクホースの長さの調整不足
・ミルクインレットの向きの不良

機
械
面

･ディッピング剤の不良（濃度など）

･ディッバーの選択（ディッピング波のつき方）
･乳頭消滅の方法

･清拭に使うタオルの管理（枚数、保管方法）
･牛床の管理

管
理
面

○
チ
ュ
ー
ブ
類

劣
化
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
チ
ュ
ー

ブ
を
兄
て
ひ
び
馴
れ
や
岻
裂
が
あ
る
か
ど

う
か
雌
施
し
ま
す
（
聯
Ⅲ
〈
．
）
。
劣
化
し
て

い
る
と
、
搾
乳
時
、
エ
ア
ー
蹴
れ
の
陳
Ⅲ

と
な
り
、
乳
蚊
に
か
か
る
此
〈
窄
圧
（
ク
ロ

ー
内
爪
）
の
変
動
６
人
き
く
な
り
ま
す
。

そ
の
絲
以
、
乳
頭
Ⅱ
を
傷
め
る
一
一
と
仁
な

り
ま
す
。

刈
策
↓
』
年
〃
ト
ー
交
換
す
る
。
側
し
、

メ
ー
カ
ー
指
定
の
交
換
畔
川
が

原
則
。

二
、
ミ
ル
ク
ホ
ー
ス
の
長
さ
の
認
整

搾
っ
た
牛
乳
か
ク
ロ
ー
か
ら
配
杵
に
行

i蕊iii霧

せ
や
す
い
（
Ｎ
）

・
次
川
交
換
Ⅱ
を
記
録
し
て
お
く
㈹

ｑ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
０
０
ｄ
Ｉ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
 

りぼ~､ｂ

シ
ア
ブ

》一一一》
、

に州‐‐川錦剛倒雷剥州】】

写亘１ひび雪ＩＩＬのあるチューブ
塵１Ｅ３を合わせるホイ〆卜

Ｐ】

く
と
き
、
此
（
乍
脈
仁
溌
が
他
じ
ま
す
。
一
一

二
で
ミ
ル
ク
ホ
ー
ス
が
良
す
ぎ
る
し
｜
、
一
一

の
溌
が
上
き
く
な
り
、
乳
蚊
仁
か
か
る
血

空
圧
（
ク
ロ
ー
内
脈
）
‐
。
。
低
く
た
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
過
搾
乳
に
つ
な
が
り
、
孔
璽
川

を
傷
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
上

す
ぎ
る
し
｜
、
ユ
ニ
ゾ
ト
を
ｆ
し
い
化
粧
痘

装
符
で
き
ず
、
ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

対
策
↓
乳
〃
の
位
慨
に
ユ
ニ
ッ
ト
を
排

っ
て
い
き
、
↑
床
に
つ
く
ほ
ど

た
る
ま
な
い
典
さ
に
切
断
し
た

り
、
針
金
な
ど
の
フ
ッ
ク
を
使

っ
て
柵
終
し
、
↑
の
体
に
桁
わ

せ
る
よ
う
ト
ニ
リ
ろ
｛
が
趾
〈
一
．
．
｝
．

鍵
写翼３牛の体に沿わせたミルク写真２ユニツｌを乳房の位置【二合わせ、た患

ホースの状熊みが出たミルクホースの状態

111 

機械面
･ライナーゴムの劣化

･チューブ類の劣化

・ミルクホースの長さの調整不足
・ミルクインレットの向きの不良

管理面
･ディッピング剤の不良（溌度など）

･ディッバーの選択（ディッピング波のつき方）

･乳頭済拭の方法

･清拭に使うタオルの管理（枚数、保管方法）
･牛庄の梼琿



蕊
「
規
模
拡
大
・
長
命
連
産
」
を
目
標
に
。

山本大ざん(25歳】俵儒luLIえ

蕊l1il1ili 
O･ 

鋤 」Ｙ
Ｉ 

》

口１■ｌ■

jlllillIl 
ijjiliiIll 

百
～ 

〔

へ
１
Ｎ
は
、
依
愉
地
区
の
山
水
人
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

人
さ
ん
は
釧
路
正
堆
岡
佼
｛
に
瀧
化
碓
科
）

鑿

議譲 鑿iii鍵Ｉ

萌
銚
』

Ｉ
Ｌ
Ｄ
Ｊ
 



勤続20年を迎えて後
継
者
夫
婦
が
親
睦
交
流

ＤＯｃＯｏｏｏＯｏＯＯｏＯＯＯｏＯＯｏＯｏＯＯＯｏＯｏＯＯＯＯ⑤ＣＯＣ①、

町農協中標津

こ
の
度
、
巾
標
瀧
川
農
協
に
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
節
Ⅱ
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ

の
勤
続
ニ
ト
年
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

思
い
お
こ
し
ま
す
と
色
々
な
娠
が
蚊
の

巾
を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、
惜
様
の
ご
指
導
、

ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
無
聯
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
兵
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
も
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

農業後継者結婚対策情報

朧会員との
、懇談会開催

里

h 

生産部農産販売課

皆川敏広

」iｌＡ－Ｈ１，ノノノ<と

ま懸れまよ谷こて和
す命かしりｊ１イド人Ｊｉ

い′1畠こ米に組卜し旧

鯛塙ii蕊:'''１

蕊鱗
ふむ

、係

尿ヨ
ーｈ

｢ 

＝・・雪己

蕊とX電；《
声Ｍ
１
、
■

￣￣－－－￣￣ 

営農部家畜改良課

長崎浩二

ましつ親貝貝集｜・脇
I)Ｍしてて今|雄にでこし、‐縦’'１
会たノにお年をな締の交１１会機
に。まり度深つ婚惑流、の１１１
あれ、はめて後談をメド１１にll1I

ir子iiiイネ：ii繍懲ili

i1i騨醗
iii織灘微

ｉ§父をらｉｌｌＬ米｜・職
ろえつ机で|ノリ、並年Ｌｉ１ｌ１
｣!「らら、１１は’卜燃初が粁標
がオしいきの係農は総様鞭
Ⅱ｝良,ｌｉせ多、笈艇過に'11J
*いもてドＩＩｉそ材瀧い文膿
ま’|『あい多し諜販たえ｜m
しも’）た様て総施しらに
た沢まだな′|：illlii1ILまれ就
・ｌｌｌしき業ｉｉ[ｉｌＵｉでし、ＷＭｉ
水あたま勝１，ｉｆ係んた」,Ｌ以
刈１’）がしのｉ１１ｉ、粉・い求

爵,１Ｗ:師ji鮎糊
ｂ－ 

ｌ）’１１J： がに1二部郷,ｊで1１

点■

生活部生活店舗課

大内兼ﾛ人

協
議
会
蕊
が
「
良
き
川
会
い
の
中
で
結
嬬

さ
れ
た
鋼
に
大
変
う
れ
し
く
思
う
。
お
嫁

さ
ん
の
中
に
は
泣
外
か
ら
嫁
い
だ
力
も
多

く
、
こ
の
会
の
巾
で
良
き
友
達
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
。
お
正
い
良
さ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
農
業
縫
常
に
噸
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
結
婚
対
策
協
議
会
の
佐
藤
拡
、

杉
本
腹
視
細
談
典
が
「
結
幡
後
の
相
談
も

述
脳
な
く
気
軽
に
話
し
て
ほ
し
ど
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
ｎ
Ｊ
紹
介
が
行

わ
れ
、
行
怠
護
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

]i：ん嫌がりし
し今ぱ、、、今う
ぐ後つよ少厳なご
おとてりししおさ
願もい‐で､い、い
い、<＃ｊも状酪ま
政ご）ＩＴ労農況農す
し指イ｣ミノＪＭＩに'|Ｙｆ。
ま蝉でし１下お勢
す「す、業から
°さ・心のれ嫌
いを〃て々
ま折におな
すたなり１Ｆ
よにれまが
うがるすあ

１３ 



コ
ス
ト
を
か
け
す
に
土
地
、

気
象
条
件
を
い
か
し
た
経
営
。

[＝ 

1Ｆ、

プリスデーピス氏の農場視察時(右側がブリスデーピス夫婦､中央がシェアーミルカーの女性）

ニュージーランド農業視察研修を終えて

営農部経営相談課主任宮本博司

パト素［ｲくちと蚊ま場あｆｌｌとｱﾆﾆ）Ⅱ（ト（『６ド放れ約’Y［横を１
１．二なのよ凪ずしでつ．ｆｌｉで１との１１１うしこ忠は牧た○地ゴブ汎ン腱

糠雛ｆ'卜羅懸灘総li1鎌17切では搾やんパハいⅡi；

1識ＩＬＪ溌騨蕊;｛
介ル

、の

、ｌｎｉ所ヨ

前
川
に
続
き
柵
肯
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〆、

分雁に度へ１１イミソい配〃侍作｜
で配しよでのうズのト溢一かつ巣一ｆｔ

i灘鱗蕊鱗繩灘：
農訂す，ﾄﾞｲｉイえスは継可を，114￣、で粁場た
場．．・はIlillテ伝ノバ能持へす」|X、１１１１オな

、度ｖ統をとち新る人こ作１い
Ｔｉｉ企シプ的促す、,【M勘を`，難ナ凸
ナヘ体エと愈進るま参の・二を１シ
｜ルのアな膿しこた人で筵とイヤにエ
にパ１ｉ１つ」ル、と、であのを１ｍ代ァ
搾’Ｏミてオニか技きり；ｻﾞ１１ノ,ビ（[《］わ’
孔的『「ルし、ｌユら術ろ、合本に’）ミ
作がを力るナ｜スと〆少で仁受搾ル
雄イＥノlZ1ililI1シム狂りな分ノリ（け孔力

たのいかてこ二一で認で獅種に

鮎鷺Ｍ￥：HiIilWメヒ襯竺＃

窯蝿麟鱗
てをニ的、ま’'１卜は１託、[１ンし体

:#難戦糠
…}’’１Ⅲ鱸鱗＋しドてをつ

●
シ
ェ
ア
ー
ミ
ル
カ
ー
制
度

l〃



雌
終
Ⅱ
に
農
機
ｕ
〈
会
社
、
笈
材
会
社
、

腱
業
祭
の
三
件
を
祝
祭
し
ま
し
た
。

な
ど
の
労
側
力
の
み
を
提
供
し
ま
す
。

分
配
率
三
九
訂
》
シ
ェ
ア
ー
ミ
ル
カ
ー
ロ
身

が
作
業
機
械
を
所
方
し
、
コ
ン
ト
ラ
作

業
を
し
ま
す
（
’
○
～
三
九
訂
の
範
州

で
双
方
協
議
し
て
設
定
）
。

分
配
率
況
ｏ
計
Ｍ
牧
場
オ
ー
ナ
ー
は
不
在

地
植
と
な
り
、
シ
ヱ
ア
ー
ミ
ル
カ
ー
、
身

が
溢
水
（
小
僻
・
機
械
な
ど
）
を
保
打

し
、
農
作
業
の
全
て
を
実
施
し
ま
す
ラ

ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
の
七
肛
訂
が
こ
の
分
配

率
で
行
っ
て
い
ま
す
）
。

ラスリミントン氏の農場視察時(ホールディングエリア〕

３そｌｌＭ農芯報
股念の位業遮でノ
業めＩＨＩで祭’１｜)'１ル
祭企のＩｌＭと膿’１ビウ
の瀧ｉｒｌｌｉ；しにさツ
1ﾉﾘ紫1111』して迫れド

蝋鐘
鈩懸輔
進佼、１１°、ＩｉＩｉ

ｃ
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
農
業
祭
視
察

てる故鵬乎でⅢＩ；
いと艮場を、をニ
まと・やＩｊｌノしイｊユ
すも盗研き八Ｌ，

藍鱗:奎
指な持怠の付ド
蝉どち成会の全
体に、艮祉１１ｋ，,Ｅ１
Ｉｉｉｌｌ６１ｉｌｒしか犬に
６ノノトまら〆ｚ
とをのしｉｒ，｝・
ら人，v，た政力［ノリ
オしれ繩・が，父

①
資
材
販
売
会
社
ラ
イ
ト
ソ
ン

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
倒
に
几
父
店
あ

り
、
そ
の
一
店
を
視
察
し
ま
し
た
。
ト
ラ

ク
タ
ー
は
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
と
ク
ポ
タ
を

取
り
扱
い
、
六
五
鵬
～
二
八
八
鵬
の
範
川

で
す
が
、
こ
の
文
晦
は
穀
物
川
が
多
く
、

｜
Ｃ
Ｏ
鵬
１
－
冗
○
鵬
が
主
流
で
伽
絡
は

，
○
○
砿
が
Ⅱ
本
川
で
六
両
～
と
、
〃
１

と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
祝
察
し
た
支
店
の
地
域
は
近
年
、

酪
農
・
ブ
ド
ウ
が
輔
え
て
き
て
い
る
点
と
、

川
人
よ
り
コ
ン
ト
ラ
会
社
の
橘
嬰
が
噸
え

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

●
農
機
具
会
社
ノ
ル
ウ
ッ
ド

に」口

炎たオフ〃だ
換りなとき今
や、いた、ｌⅡ］
親山ごく卜二
陸剣飯さ１１の
をにをん１１１}よ
深勉み酒にう
め強んをわな
るしな欧た視
こたでんリ察
とり我だ、を
がな↑興り糠さ
て，どし、内せ
き、てｌｌｌｌ＆て
た１，１ｉ食に協い
こ縦べ谷のた

や｜H１６をのど会
まが恋の興雌谷を
れなしがい終獅は
まくい多たⅡあじ
してこ祁いでりぬ
た’''１とあくなま、
｡Ｉ）にりらけし機
さ飛まいれた械
北ぴし緋ぱ゜の
な込たＩＩｌｉ、今腱
かみ。llhこ回，（
つのやこ、イ

たた典で､悦べ
のめＩＬｌｔお茶ン
が、深Ｉ：１Ｗト
悔Ⅱｻﾞい，雁修な

匁弓

ラスリミントン氏のﾉャーラー

訂
Ｌ
Ｌ

と
は
、
私
に
と
っ
て
人
変
趾
爪
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

農
場
な
ど
の
視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、

艦
本
的
に
北
海
道
繭
地
酪
農
と
の
経
愉
榊

造
比
綾
は
僻
埋
な
話
で
す
が
、
屯
づ
く
り
、

牛
づ
く
り
．
そ
し
て
乳
を
搾
る
と
い
う
人

き
な
術
環
シ
ス
テ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
み

る
と
、
川
嫌
刀
裸
越
か
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

兄
た
ま
ま
を
級
佇
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
機
会
を
７
え
て
い
た
だ
い
た
役

職
此
の
衿
様
や
、
閃
係
機
側
の
糯
様
に
感

謝
を
巾
し
ｆ
げ
、
級
佇
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

咄

vliiMil鶴遥

目

侶
民蕊
》

蕊一一
カンタペリー鴎裟雲
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●
府
県
消
流
視
察
に
参
加
し
て

中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
多
田
栄
治

中
標
津
の
牛
は
、

〃
良
く
稼
い
で
く
れ
る
“
と
好
評
。

かば杉お降ささ’Ｈ１
らら’１１迎りんんの去

雛蝿ｉｉ
２Ｍ駄馴
馴鱗いく,!
だまら),,葛鮮ilk)く
いしのさ杉空ささＩ]
てた乳せ’'１港んんＩ
い゜牛てさを、、￣

緋鯉ん川臘川卜
腱はりだｉｉｆＩｊｌ製
家、菅,Ｍｆ、りんで

の'''人rjiijWlli:!}○flii蕊のに｣:脇,，

０
０
－
０
０
０
０
［
 

Ｆ･Z己、

変しなめ兄いで進ままう兄のの
おてりて次るとみは全ししりざ次mi1i懇
'[':いま参の，，の葱、でたた，せの,,1リ親

鰯慰撫iliii
1鱗織離
灘蕊購Ｉ

綱

、
０
戸〆弔目

。。。◎ｏＯＯＯＯＯｃＯｏＯＣｏｏＤＯｏｏＯＯｃＣ○．ＯＯｏｏＯＣｏ、□ＯＯｏＯＣｐｃＯＤｃＤＣ｡ＣｏＯＣＯＯＯＣＣ｡◎ＯＣＣ｡｡ 

将来､食糧危機で農業を見直す時代がくる。
●東北･北海道地区JA青年部組織幹部研修会青年部副部長鷲兄処

会突う々た企環にのるなかユ１可
が紘二怠人･股ｉｉＵｉＭ－ｌｚｊ上とくにニマニ
行ヅビｌ１ｊｌ１Ｌ入そ教膿菰げとい腱な｜で○
わ炎’１６もの行楽のて陰う業るク，祇一ニ
オＬ人はあ教’'１をＬ後膿のこをこなｉｉｊｉＣ
、会、り行でＩ|’のは業タと）,Ｌと，;＃が年
'1豊と各、さ、心テミのイでｌｌ１ｌ:で術あ、
後、地夢jiLILに｜食,謡トしざ食でり艇
二ｊｌｘえな供,iiIiマのがルたざIiilR、ま業
時Ａのさけのしで亥あで。る他人しが学
にｉＩｆｊせ汎教介分全り、まを.機１１た洲1ｉ科
閉ｆｌ苞Ａらぱｆｊｆい１１ｔ.まミた１ＩＩＬにｊ蝉｡〈１を
全の，!「れなもが会食し二、ななJ1Ⅱ｜脱１１#の
し菰イドまら人もが艇たト輪いりや１１卜呰｛Ⅱ
ま張組しな明たｉｊ･救・マ人11ｆ、人ノ」と胸
し発織たいだズＬわ行トノ14代１１}Ｉ々のぃ'1)こ
た炎活・とがまれ.をｊ砿が述があう氏
･人111力いJ1i：し、ｉｌｌｆ例物くいｌ１Ｘろテが

』’
渦

L 

ロE③ ⑤■ ■■ 

迫で｜＃|札が１７－１上
短は1M:帆一イ'二・WZ
IU］、ｌ］ざ令）}ポⅡ北成
人イ１１１１九Ⅱノし織海十
'1ヒハ１１(のま空Ⅱ絆泣ｌｌＬｌ
・ノ<坐しホＩ（'1地イI：
環学,１１A'たテ十Ｕ「|え度
境北識・ルⅡ修Ｊ、
出海ｉｉｉｉで．、全ＡＬＩ〔

匡辺
￣ 
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■テーマ｢食｣とr農｣を見つめ直し、｢安1Ujl｣を次世代へ

字
■

■
山

ミア約てョ札かの‐「て腱
''’二１１７進食ｌＩｔｌｉｌ兇み述人、村・
でシマヒめ・近でざ搬が異久）１
６ン｜+ら農、礎んや一難性二
、ポズ【)'１１れ・’１ｔ会交、,Ｋｒ耐ネト
小ジマ１１，安ｌｌｉＩに流析仁のツノＬ
さウ｜の優心で剛大し公久卜、
左ムケ腿良些1ｋ催会いし性ワー
ムなツ斎ｌ１ｉをりさが農、総Ｉ‐'二
性どト産|クリ、ざれ、’１.炎徴クⅡ
活が－物発〆たま京づ流稀組の
鋤ｉ７ＩＩ１〔川ｌ喪イさし１２〈をや織二
かわ′/6-12やンれたプリｊｌｎ洲が！]
られイ品唯テて゜ラをＬＨ１ｉミ１１１］
祝まくか綱｜いザ巻た蒋体、
点しンIkIilrマるホえ食らと進
をたトぶ減と問テろと、をｌﾉﾘ
変.ズフ、Ｌ趣ルお農約つの

脚

１ 

戸
■
，
‐
１
‐
Ｉ
■
丘

Ｉ 
全道各地から自慢の品物を持ち寄るファーマーズマーケット

｢まち｣と｢むら｣のおかみざん交流大会 匠司

え
た
化
満
の
展
附
を
図
る
こ
と
で
、
へ
‐
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特

定
非
営
利
油
動
）
法
人
と
し
て
泌
誠
さ
れ
る
ま
で
、
紬
広

く
折
釛
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
唯
調
榊
演
は
、
女
性
析
勅

を
し
て
い
る
私
達
に
小
さ
な
夢
と
藝
卯
気
と
希
削
を
持
た
せ

て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
刺
激
あ
る
お
話
で
し
た
。

二
Ⅱ
間
の
大
会
で
、
化
艦
・
経
営
・
環
境
・
地
域
な
ど
、

私
達
が
他
き
る
上
で
の
人
切
な
帳
が
、
食
と
艇
を
女
性
の

Ⅸ
場
で
、
必
要
性
を
も
っ
て
ザ
え
、
兄
つ
め
戒
す
こ
と
で

安
心
で
き
る
ｎ
分
進
の
将
来
を
、
次
肌
代
を
つ
く
る
切
っ

掛
け
と
奉
る
と
い
う
砿
を
参
加
計
は
感
じ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

明
ｎ
か
ら
！
い
え
、
へ
Ｉ
か
ら
Ｉ
桃
点
を
変
え
て
ち
ょ
っ

と
逃
う
ｎ
分
と
し
て
化
摘
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

嶺青重着一一一

のおがみざん交
｡め直し、「安心」を次世代へ

霞ii二－１

P貢一m

￣￣ 

鶚
一

一声

Ｐ埠巳閨

￣ 
■ 

轡６ 鍵 Ｌ蝋一
:！【

■~１ 

『

111m鳳匙=虐歸（ 
￣ 

Ｐ可

当ＪＡ管藷から参加した３人 己

ＤＯＣ｡。。００⑨０①｡００ＤＯＣ⑥ｃｃロ｡｡｡｡Ｏ、｡｡｡｡□⑨ｏＯＯ｡｡｡｡｡。□｡｡｡ｏＯＯＯ⑥ロ｡｡◎｡。｡｡｡●⑥の。｡｡ｎGV

：ばジＪ１：人雛切公僕、'１チリイド行｜令が
､－５とヤ常も１１上のリチ勝lMt’ま’''６わル六ｉ「、
し腿ンに・後的衿’をチムしを』しドチわ）ｊ
クい上良所にと１ムリl［｜・え感ま力，オＬ二
姿ま会か極イヤなＬにつムーニ。cしツムまト
興す立つ命いつ司人て゜位紬てたうでしし
、一どたに人て’'１りま笈は采へ。ののた，］
参催’川の域もしけ、しはｌＩＩｊは僕が,j勝ﾉﾋ，。(〃，
j'１はえで砿、まだそた・陽俊も、禅戦今,,,｝
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参てルヒ勝てに対ｊｖ１１］

７日
９日

一般業務開始

女性部50周年記念式典打ち合わせ
畜環リース聞き取り説明会
営農協議
営農協議
食品加エ交流部会
畑対全体会議
中央会監査～１５日
第５回熟年会役員会
中長斯計画畑作部会
ルーキーズカレッジ研修会
フリースランド講習会
乳質向上委員会
振興計画酪農肉牛部会
営農協議～１７日
農協酷対役員会
第３回青年部消費拡大委員会
乳牛改良同志会役員会
役員協議会
第７回青年部調査広報委員会
畑作推進事業打ち合わせ
女'性部新年恒例会
種子馬鈴“部会役員会
第１１回青年部役員会
グリーンクラブ役員会
ルーキーズカレッジ研修会
営農委員会
大根生産者会議
馬鈴しJ息振興会五役会
資金保証人会議
てん菜生産振興会監査・役員会
生産委員会
農業振興計画酪農肉牛部会
コンピュータ部会
営農委員会
馬鈴しよ振興会
乳牛改良同志会役員会
農民連盟役員会
てん菜生産振興会監査・役員会
馬鈴しよ｝辰興会役員会
乳牛改良同志会役員会
農民連盟役員会
ルーキーズカレッジ研修会
農業簿記研修会
野菜産地改革協議会
和牛振興会役員会
振興計画担手部会
第１２回理事会
馬鈴しょ振興会役員会
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H日和25年頃の写真だと思います。,．…

この写真は、ちょうど近所へ出かける時に撮ったもの
■■ 

で、当時交通の足として農耕馬を使用していました。
冬になると後ろにソリをつけて、馬の鞍に大きめの鈴
ｃＰ 

･をつけ､､シヤンシャン〃と鈴を鳴らし、街などへ買い

出しに出かけました。

今の車兼トラクターの用な存在でしたね。
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